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はじめに

近年のインターネットの普及により、情報
検索システムは全く新しい変化を遂げた。

情報検索システムは建設省が進める建設
CALS/ECの普及及び管理に大きな影響を
与えると考えられる。

本研究では、情報検索システムの土木分
野での有効利用法を模索することを目的と
する。



建設CALS/EC

米軍後方補給支援に使われた技術と、電
子商取引（EC）を組み合わせ、建設分野で
の利用を目的とした活動及び概念。

紙の資料を電子化し、その情報を複数の
役所や企業外の会社で共有する。

設備機器・ソフト他多くの投資を必要とする
ばかりでなく、解決しなければならない課
題も多い。



全文検索システムNamazu

インターネットの加速的な進展に伴い、情
報の所得が困難になった。

この状態を回避すべく開発されたのが全
文検索システムである。

本研究では全文検索システムNamazuの、
土木分野での利用方法を模索した。



Namazuの研究内容

複数インデックスによる検索

XMLへの対応の照査

リレーショナルデータベース管理システム
（ＲＤＢＭＳ）の補助



複数インデックスによる検索

チェックボタンによる
インデックスの選択



XML対応の照査

テキストファイル、ＭＳ‐Ｗｏｒｄ2000で作成
したドキュメントファイル及びＨＴＭＬファイ
ル、ＸＭＬファイルを検索対象とし、インデッ
クスの作成及び検索に関する比較を行っ
た。

結果、ＮａｍａｚｕはＸＭＬに対応していない
ことがわかった。



ＲＤＢＭＳの補助

ＲＤＢＭＳは多量のデータに対し検索を行
うと結果を得るまでの反応速度が極端に
遅くなるという欠点をもつ。

全文検索システムの反応速度は文章数の
対数に比例する。
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Ｎａｍａｚｕにおける結論

Namazuは文章を管理するデータベースに
おいて効果を発揮することから、土木分野
においても公文書など文章データベースの
基幹エンジンとしての使用法が基本的か
つ最も効果的と考えられる。

巨大データベースに対しても効果を発揮す
るが、ＸＭＬに対応していないので、今後の
開発が求められる。



Microsoft Access2000

データベースとは,様々な業務において操
作の対象となるデータの集合を意味し、そ
のデータベースを管理するソフトウェアを
データベース管理システム（DBMS）という。

本研究では、Windowsプラットホームにお
いて最も代表的なＲＤＢＭＳである
Microsoft Access2000の、土木分野での
利用方法を模索した。



Ａｃｃｅｓｓの研究内容

 2つのアプリケーションを作成し、それらを
通じて利用方法の模索を行った。作成した
アプリケーションは以下の2つである。

●工事文章リンク

●ネットワーク式工程表

さらに、従来のＡｃｃｅｓｓと比較し大幅な強
化がなされたＷｅｂ機能でのアプリケーショ
ンの利用も照査した。



工事文章リンク

建設ＣＡＬＳ/ＥＣで用いられると考えられる
多量の文章によるデータベースに対し、複
数の条件から検索できるアプリケーション
を作成した。



ネットワーク式工程表

建設ＣＡＬＳ/ＥＣではデータ電子化作業が

必須であるため、日毎の工事管理データ
の電子化支援アプリケーションを作成した。



アプリケーションのＷｅｂ利用

Ａｃｃｅｓｓの機能を使って２つのアプリケー
ションをＷｅｂ上で試行した。

利用は可能だが、自由度及びＵＩが著しく
低下することがわかった。



Ａｃｃｅｓｓにおける結論

Accessは関連性を持ったデータ群の管理
に効果を発揮する汎用性の高いDBMSで
ある。

アプリケーションの開発によって用途の広
い利用が可能である。

インターネットで利用する場合ＵＩが大きく
損なわれるので、現時点での建設ＣＡＬＳ/
ＥＣでの利用は難しいと考えられる。



おわりに（１）

インターネットに見られるように、情報検索
システムの必要性は非常に高い。

建設ＣＡＬＳ/ＥＣでは、多種多様なデータを
扱うデータベースの構築が予想されること
から、オブジェクト指向のＤＢＭＳが必要で
あり、その開発が求められる。



おわりに（２）

建設ＣＡＬＳ/ＥＣの課題の１つである標準
フォーマットについて、データベースの基幹
エンジンとなるＤＢＭＳにあわせてその規
格を定めるという考え方もある。

この場合の問題点として、

●自由度が少ない

●入力支援ソフトの開発と普及

などが考えられる。


